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茨城県防災士会

責任者 理事長

加瀬　孝雄

次期総会に向けて、3月17日（日）開催の第7回理事会にて協議し、以下のとおり開催の運びとなりました。

１．開催日時：令和６年５月１８日（土）１０時～

２．開催場所：水戸市桜川市民センター　水戸市河原田町2894-4

(1)
第４３号

防災士会からのお願い：会員資格と年会費の扱いについて

年会費の納入は、通常総会議案書時に振込票を同封してお願いしておりますので手続き方お願いします。

なお、規約では「当該年度の会費を8月末日までに納入しなかった者は休会とする」と定められています。

記

３．議事次第（予定）
　(1)  開会の辞（副理事長）
  (2)  主催者挨拶（理事長）
  (3)  来賓祝辞
  (4)  資格審査
  (5)  議長選出
  (6)  議事録署名人選出、議事録署名人を紹介。
　(7)  議案審議（議長）
           第１号議案　令和５度度　事業報告承認の件
           第２号議案　令和５年度 活動計算書及び監査報告承認の件
           第３号議案　令和６年度事業計画（案）承認の件
          第４号議案　令和６年度 活動予算書（案）承認の件
４．今後の予定
　(1）議案書の配付
　　　会員全員に郵送・メール配信
      退会者には案内しません｡2022・2023年の会費未納者は､2024年3月31日付で退会扱いとなりますの
    で、ご留意ください。
　(2) 添付物
　　　①返信用はがき(委任状）　②依頼事項　③ボランティア活動保険加入カード（申込者のみ）
　　　④会費払込取扱票
　
　(3) 日本防災士会北関東連絡協議会の総会資料は群馬支部で作成する。
　(4) 委任状：５月９日までにエリア長は出欠（委任状）を取りまとめ、総務部に報告する。
　
５．その他
　　　令和６年度総会は、Ｚｏｏｍによるオンライン配信も予定。
      Zoom配信に伴うURL等は、後日、Zoom参加希望者に通知する。
　

NPO法人　証者数 ３/１７現在  ３０８人」

茨城県防災士会  だより

令和６年度総会は5月18日(土）

１、当該年度の会費未納者は「休会」とする。休会扱い期間は当該年度１年とする。
２、２年度連続の未納会員は、退会届出の有無に関わらず連続した２年目年度末に「退会」扱いとする。
３、「退会」の方から年会費納入が確認され次第「復会」とする。

　ホームページのご活用を！　　 https://i-bousaishi.jp



内容：講演「近年の地域防災を考える」

(2)

マイタイムライン作成授業の見学：県南エリア 　　　　　　＜逃げキッド作成授業風景＞

実施団体：茨城県防災・危機管理課

開催場所：つくばみらい市立豊小学校

開催日時：令和５年１２月４日  10:25～11:10

令和５年度防災研修会：県央エリア 　　　　　＜講演会風景＞

実施団体：水戸市住みよいまちづくり推進協議会防災委員会

開催場所：水戸市役所４階　中会議室

開催日時：令和６年２月２日  14:00～16:00

児童及び職員による地震対応避難訓練：県央エリア 　　　　＜地震が起きたときの対応について＞

実施団体：水戸市生涯学習倶楽部

開催場所：水戸市立稲荷第一小学校

開催日時：令和６年２月５日 15:00～16:00

内容：地震対応避難訓練

令和５年度　第１回県北エリア会議 　　　　　　＜石井防災士の活動報告＞

実施団体：茨城県防災士会県北エリア

開催場所：日立市　大沼交流センター

開催日時：令和６年２月１８日  9:30～11:30

参加防災士等：県北エリア１５名

内容：県北エリア会議

内容：茨城県防災・危機管理課が実施した、マイタイムライン
　　（逃げキッド）作成授業を見学

　〇推進協議会の地区防災計画作成担当者等に対して、防災
　　 計画策定に関する基礎的な知識内容の理解の促進を図った。
　〇能登半島地震の情報を提供し、防災意識の向上を図った。

担当防災士等：加瀬理事長、山根　実

担当防災士等：加瀬理事長、山根　実

　(1)自己己紹介(新規入会者３名参加)
　(2)第6回理事会(2/3)報告
　⑶認定講師試験(12/17)の報告…２名合格
　⑷県北エリア活動報告
　⑸防災士の活動報告
　　　　石井謙二防災士…地元自主防災会の取り組みについて
          渡辺直樹防災士…災害現場での活動報告
　⑹スキルアップ研修   ・バケツリレーの効率化を考えよう     ・簡易担架で搬送しよう！
　⑺その他　次回、第3回県北エリア会議    令和6年6月16日(日)9：30～　会場は常陸太田市水府を予定

　（１）事前打ち合わせにより
　　①地震が起きた時の児童の行動について
　　②地震が起きた時の支援員の行動・声かけ等について
　　③普段から心がけておくポイント
　（２）児童への地震に対する講話を行うとともに、「いなむらの火を消
　　　すな」の紙芝居を上映し、地震・津波に関する意識を啓発することができた。

対 外 活 動 （ 各 エ リ ア の 講 演 会 等 ） 記 録 （１）

担当防災士等：長屋和宏、山本美和、永倉喜代

〇児童各1台のタブレット型端末を用いての浸水被害の把握などを行い、
　　マイタイムラインの重要性を教えていた。児童たちは、タブレット型端
     末になれており、時間的にスムーズに行われていた。



　 (3)

わせがく高等学校水戸キャンパス防災講話：県央エリア 　　　＜エコノミークラス症候群予防体操風景＞

実施団体：学校法人　早稲田学園　わせがく高等学校
開催場所：わせがく高等学校　水戸キャンパス
開催日時：令和６年２月１９日 10:00～11:40
担当防災士等：山根実、本田佳行、相羽　晴子

内容：わせがく高等学校水戸キャンパスが実施する防災訓練の
　　　一環として防災講話

土浦市市民会議令和５年度防災セミナー：県南央エリア 　　　　　　＜防災に関する講演風景＞

実施団体：土浦市まちづくり市民会議

開催場所：新治地区コミュニティセンター

開催日時：令和６年２月１９日 13:30～15:30

内容：防災に関する講演

「防災教室」：県南エリア 　　　＜持ち出し非常バッグの中身の見学＞

内容：「模型で学ぼう地震の怖さと対策」

　⑴「液状化現象はどうして起こるの？
　⑵建物の筋交いは地震に強いの？
　⑶通電火災を防げる方法はあるの？
　※各展示物に２～３名の専属担当を配置、専門的な説明を実施

担当防災士等：松井秀夫、野澤明弘、飯島美喜男

担当防災士等：加瀬理事長、山根 実、本田佳行、相羽晴子、
船橋淳宏、渡辺　平、飯田弘文、浅野秀蔵、髙矢芳幸

対 外 活 動 （ 各 エ リ ア の 講 演 会 等 ） 記 録 （２）

　(1)パワーポイントによる講義「災害発生時における適切な行動」
  (2)避難所での健康維持　エコノミークラス症候群予防体操
  (3)毛布を使用した傷病者の搬送要領
  (4)身近にあるものを使用した応急手当

  (1)土浦市ハザードマップについて
  (2)土浦市地域防災計画で想定する災害（地震災害、風水害、
　　　　土砂災害、その他の災害）　とその対処方法について
 （3）防災での土浦市市民会議安全部の役割について
 (4)防災倉庫について              (5)新聞紙を使ったスリッパつくり、ダンボールベットの組み立て体験

(1)講義 「災害とは」
(2)「防災バッグ」に必要な物の説明
    ①防災ﾊﾞｯｸﾞ、②水、③携帯電話用ﾓﾊﾞｲﾙﾊﾞｯﾃﾘｰ、④ガソリン補給、の４点を強調
(3)防災グッズに関する質疑応答

開催場所：千波公園さくら広場

開催日時：令和６年３月１０日  9:00～15:00

実施団体：つくば市立茎崎第一小学校

開催場所：同校　多目的室

開催日時：令和６年２月２２日 10:35～11:20

担当防災士等：今井健之、田中 寿

内容：つくばスタイル科防災教室の一環として「防災グッズ」
　　　の重要性を主眼として講座。

家族で体験！ＢＯＳＡＩキャンプ２０２３：県央エリア 　　　　　＜模型を使っての解説風景＞

実施団体：茨城新聞社、日本赤十字社茨城県支部　



(4)

エリア通信（エリアの動き等）

県北 会員数 42 名 エリア長 柴田美智子 県南東 会員数 42 名　エリア長 岡野　博

日立市、常陸太田市、常陸大宮市、北茨城市、高萩市 龍ヶ崎市、鹿嶋市、稲敷市、神栖市、潮来市、行方市

大子町 北茨城市：会員ゼロ 鉾田市、利根町、河内町  

県央 会員数 67 名 エリア長 山根　実 県南 会員数 50 名　 エリア長 長屋　和宏

水戸市、ひたちなか市、那珂市、笠間市、小美玉市 つくば市、つくばみらい市、守谷市、取手市

茨城町、大洗町、城里町、東海村 　

県南央 会員数 47 名 エリア長   松井 秀夫 県西 会員数 60 名　 エリア長 松田 義章

土浦市、牛久市、かすみがうら市、石岡市 結城市、筑西市、桜川市、下妻市、常総市、坂東市

阿見町、美浦村 古河市、境町、八千代町、五霞町

市町村防災ご担当の皆様へ  

　講師の依頼等ご相談がありました場合は、下記までご連絡ください。

　担当理事：加瀬 孝雄（代）（理事長）

　ホームページのご活用を！　　 https://i-bousaishi.jp

　県南エリア防災士（つくば市在住）水谷浩子さんが
作られた「やさしいにほんごで防災かるた」をご紹介
します。
　このかるたは、水谷さんが所属されている「にほんご
でおしゃべり！プロジェクトチーム」で外国人向けの防
災講座を開催したときに、作成されたそうです。
　外国人と日本人が一緒にかるたをしながら防災意識
とお互いのフレンドシップが高められればと思いから読
み札はやさしい日本語、同時にその説明をする英語が
書かれています。
　内容は家庭で備えられる防災についてですが、たとえ
ば「停電(ていでん)」「安否(あんぴ)」「洪水(こうずい)」と
言った外国人になじみのないことばをやさしい日本語で
説明している札もあります。
　活用例としては、小学校や外国人の方向けの講座、交流会などでの利用がお薦めとのことでした。
　水谷さんの連絡先（bousai89232@gmail.com）

NPO法人茨城県防災士会は、各種の防災講演会、研修会の講師派遣、DIG（災害図上訓練）、HUG（避難所運
営ゲーム）、防災マップ作成などの普及支援を行っております。

☎：   -    -    

　住所　〒310-0844　茨城県水戸市住吉町15-3  E-mail: yazge76194@yahoo.co.jp

編集/文責：広報機関誌部長　吉田　淳

　
 
 

　わが地区の沢渡川は水路のような川ですが時に溢れ、近くの道路が水浸しになることは近隣
周知でした。法改正により、中小河川でもハザードマップ追加指定が進んでおり、今回沢渡川が
入りました。流域が黄色やピンクに染まった地図が配られ、住民に動揺が走りました。そんな折、
浸水想定区域在住の防災士に教わったのが気象庁のこのサイトです。「流域雨量指数」で検索
し、次にfloodindexとあるほうを選ぶと都道府県選択画面に行きます。調べたい川がもしそこに掲
載されていれば使えます。沢渡川の場合は、既往最大事例が9.4、大雨特別警報基準が12.2、洪
水警報基準が9.5ということが表から見て取れます。そして現在の指数だけではなく、これからの
予測が1時間刻みで表示されています。「すごい！」と思いました。測定ポイントはうちの地区より
下流ではありますが、十分参考になると思います。私はWEBは苦手ですが、これはおススメでき
る、と思いました。（県央エリア　相羽晴子）

ご紹介します！ぼうさいかるた

 


